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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＬＡＮコネクタと同様のロックレバーと接続端子を有した代替ＬＡＮコネクタ部と、ロッ
クレバー破損ＬＡＮコネクタが挿入され、当該ロックレバー破損ＬＡＮコネクタのロック
レバー土台部を引っ掛けて固定する破損ＬＡＮコネクタロックと接続端子を有した、破損
ＬＡＮコネクタ接続部から成り、各接続端子を電気的に導通するように構成したロックレ
バー破損ＬＡＮコネクタ用補修具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明はロックレバーが破損したＬＡＮコネクタを補修するための補修具に関する。
【背景技術】
【０００２】
ＬＡＮケーブルのＬＡＮコネクタ部分にはパソコンや通信機器などのＬＡＮケーブル接続
口に固定するためのロックレバーが設けられているが、ＬＡＮケーブル接続口に繰り返し
抜き差しすることでロックレバーの根元が疲労で折れたり、誤ってロックレバーをケーブ
ル等に引っ掛けて折れてしまったりして、ＬＡＮケーブル接続口に固定できなくなること
が多い。
【０００３】
その場合、ＬＡＮケーブル全体を新しいものに取り替えるか、ロックレバーが破損したＬ
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ＡＮコネクタをＬＡＮケーブルから切断し、専用工具を使用してＬＡＮケーブルに新しい
ＬＡＮコネクタを取り付ける必要があった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
ＬＡＮケーブル全体を新しいものに取り替える場合、新しいＬＡＮケーブルの購入コスト
とＬＡＮケーブルの再配線作業の発生が問題となる。特に床下などに配線している場合は
、配線作業に多大の労力と時間を要する。
【０００５】
ロックレバーが破損したＬＡＮコネクタをＬＡＮケーブルから切断し、専用工具を使用し
てＬＡＮケーブルに新しいＬＡＮコネクタを取り付ける場合、専用工具の購入コストとＬ
ＡＮコネクタ部交換作業の発生が問題となる。この作業はＬＡＮコネクタ結線の知識と技
術を要する上、ＬＡＮコネクタを切断するため、ＬＡＮケーブルが短くなってしまう。
【０００６】
本発明は以上のような欠点をなくすためになされたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
上記の目的を実現するために請求項１記載の発明はＬＡＮコネクタと同様のロックレバー
と接続端子を有した代替ＬＡＮコネクタ部と、挿入したロックレバー破損ＬＡＮコネクタ
のロックレバー土台部を引っ掛けて固定する破損ＬＡＮコネクタロックと接続端子を有し
た破損ＬＡＮコネクタ接続部から成り、各接続端子を電気的に導通するように構成したロ
ックレバー破損ＬＡＮコネクタ用補修具である。
【発明の効果】
【０００８】
専用工具不要で、ＬＡＮコネクタ結線の知識と技術が無くても簡単にロックレバーが破損
したＬＡＮコネクタに取り付けることができるので、ＬＡＮケーブル全体の交換や専用工
具によるＬＡＮコネクタ交換よりも短時間、低コストかつ容易にロックレバーが破損した
ＬＡＮコネクタの補修が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
以下、本発明の実施の形態を図に基づいて説明する。
【実施例１】
【００１０】
図１、図２、図３、図４、図５は本発明の一実施例を示したもので、図１は斜視図、図２
は側面図、図３は断面図、図４は背面図、図５は正面図である。このロックレバー破損Ｌ
ＡＮコネクタ用補修具は接続端子３ａとロックレバー２ａを有した代替ＬＡＮコネクタ部
１ａ、破損ＬＡＮコネクタロック５と接続端子６ａを有した破損ＬＡＮコネクタ接続部４
ａで構成されており、代替ＬＡＮコネクタ部１ａは、図６のロックレバー破損前のＬＡＮ
コネクタと同様の形状である。
【００１１】
ロックレバー破損ＬＡＮコネクタを破損ＬＡＮコネクタ接続部４ａに挿入すると、弾性を
有した素材でできている破損ＬＡＮコネクタロック５は図１０（ａ）、図１１（ａ）、図
１２（ａ）のようにロックレバー土台部８により上方に押し上げられるが、最奥部まで挿
入すると図１０（ｂ）、図１１（ｂ）、図１２（ｂ）のように元の位置に戻り、ロックレ
バー土台部８に引っ掛かることで挿入したロックレバー破損ＬＡＮコネクタが補修具に固
定される。
【００１２】
また、接続端子３ａと接続端子６ａは図３のように内部で結線されており、ロックレバー
破損ＬＡＮコネクタ挿入時には図１２のように接続端子６ａとロックレバー破損ＬＡＮコ
ネクタの接続端子７が接触するため、接続端子３ａと接続端子７は電気的に導通する。



(3) JP 4093256 B2 2008.6.4

10

20

30

40

50

【００１３】
以上により、このロックレバー破損ＬＡＮコネクタ用補修具は専用工具不要で簡単にロッ
クレバー破損ＬＡＮコネクタに接続することができ、ロックレバー破損前のＬＡＮコネク
タと同じように使用することができる。
【実施例２】
【００１４】
その他の実施形態として、図１３のように破損ＬＡＮコネクタロックをネジとしてもよい
。この場合、ロックレバー破損ＬＡＮコネクタを破損ＬＡＮコネクタ接続部４ｂの最奥部
まで挿入時に破損ＬＡＮコネクタロックネジ１０を締めることで、図１４（ｂ）のように
ロックレバー土台部８が破損ＬＡＮコネクタロックネジ１０に引っ掛かり、ロックレバー
破損ＬＡＮコネクタが補修具に固定される。
【実施例３】
【００１５】
その他の実施形態として、図１５のように破損ＬＡＮコネクタロックを上部に取り付ける
部品としてもよい。この実施例では取り付け手段の例として嵌合用凹部１２と嵌合用凸部
１３を用いており、ロックレバー破損ＬＡＮコネクタを破損ＬＡＮコネクタ接続部４ｃの
最奥部まで挿入時に破損ＬＡＮコネクタロック部品１１を図１５（ｂ）のように被せるこ
とで、嵌合用凹部１２と嵌合用凸部１３が嵌合して破損ＬＡＮコネクタロック部品１１が
補修具に固定され、ロックレバー土台部８が破損ＬＡＮコネクタロック部品１１に引っ掛
かり、ロックレバー破損ＬＡＮコネクタが補修具に固定される。
【実施例４】
【００１６】
実施例１、実施例２、実施例３の実施形態では、代替ＬＡＮコネクタ部と破損ＬＡＮコネ
クタ接続部が直接接続されており、それぞれの接続端子は内部で結線されているが、その
他の実施形態として、図１６、図１７のように代替ＬＡＮコネクタ部１ｄと破損ＬＡＮコ
ネクタ接続部４ｄをケーブル９を介して接続し、接続端子３ｄと接続端子６ｄをケーブル
内部で結線してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】実施例１を示す斜視図
【図２】実施例１を示す側面図
【図３】図１におけるＡ－Ａ線断面図
【図４】実施例１を示す背面図
【図５】実施例１を示す正面図
【図６】ロックレバー破損前のＬＡＮコネクタを示す斜視図
【図７】ロックレバー破損後のＬＡＮコネクタを示す斜視図
【図８】ロックレバー破損後のＬＡＮコネクタを示す側面図
【図９】図７におけるＢ－Ｂ線断面図
【図１０】ロックレバー破損ＬＡＮコネクタと実施例１の接続を示す斜視図
【図１１】ロックレバー破損ＬＡＮコネクタと実施例１の接続を示す側面図
【図１２】図１０（ａ）におけるＣ－Ｃ線断面図（ａ）と、図１０（ｂ）におけるＤ－Ｄ
線断面図（ｂ）
【図１３】ロックレバー破損ＬＡＮコネクタと実施例２の接続を示す斜視図
【図１４】図１３（ａ）におけるＥ－Ｅ線断面図（ａ）と、図１３（ｂ）におけるＦ－Ｆ
線断面図（ｂ）
【図１５】ロックレバー破損ＬＡＮコネクタと実施例３の接続を示す斜視図
【図１６】実施例４を示す斜視図
【図１７】図１６におけるＧ－Ｇ線断面図
【符号の説明】
【００１８】
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１ａ　代替ＬＡＮコネクタ部
　１ｂ　代替ＬＡＮコネクタ部
　１ｃ　代替ＬＡＮコネクタ部
１ｄ　代替ＬＡＮコネクタ部
２ａ　ロックレバー
　２ｂ　ロックレバー
　２ｃ　ロックレバー
２ｄ　ロックレバー
３ａ　接続端子
　３ｂ　接続端子
　３ｃ　接続端子
３ｄ　接続端子
４ａ　破損ＬＡＮコネクタ接続部
４ｂ　破損ＬＡＮコネクタ接続部
　４ｃ　破損ＬＡＮコネクタ接続部
４ｄ　破損ＬＡＮコネクタ接続部
５　　破損ＬＡＮコネクタロック
６ａ　接続端子
　６ｂ　接続端子
６ｄ　接続端子
７　　接続端子
８　　ロックレバー土台部
９　　ケーブル
１０　破損ＬＡＮコネクタロックネジ
１１　破損ＬＡＮコネクタロック部品
　１２　嵌合用凹部
　１３　嵌合用凸部
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】

【図１７】
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